
令和６年度当初予算　復活見積調書（部長）　 上下水道部

■　水道事業会計 （金額：千円）

一財 一財 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源

1 上下水道総務課 固定資産購入費
企業会計システムの
共同化

　令和元年に改正された水道法に
基づき、将来の人口減少社会など
社会情勢の変化に備え、広域連携
による経営基盤の強化を進めるた
め、水道事業の業務の一層の効率
化を図る必要があります。
　企業会計システムの単一化は、
経営基盤の強化を図る上で、国ま
たは滋賀県広域化推進プラン（令
和４年12月策定）において、重要な
取組として位置づけがされておりま
す。
　これらのことから、令和12年度以
降の県内システム単一化に向け、
令和６年度に水道標準プラット
フォームを導入し、システムの標準
化等を行い、単一化の際スムーズ
なデータ統合やデータ移行費の削
減を図るとともに、滋賀県・草津市・
彦根市の３事業体共同で導入する
ことで、さらなるコスト削減を図るも
のです。

令和６年度　システム構築、水道標
準プラットフォーム導入（滋賀県・草
津市・彦根市の３事業体で共同発
注）

令和７年度　稼働開始

令和１２年度以降　県内システム単
一化

21,670 20,662 0 0 21,670 3,611 0 0 0 18,059 0 0 0 0 0 0
政策的な判断等を要
するため、市長査定
としました。

2 上下水道総務課 水道啓発事務費 上下水道啓発事業

　市制施行７０周年という節目に、
先人たちが築いた地域の共有財産
である上下水道を次世代へ引き継
ぎ、将来にわたり安全でおいしい水
を提供するために、上下水道につ
いて市民に再認識いただくととも
に、「きき水」を事業の主軸として、
健幸のために水を飲もうという啓発
を進めます。啓発にあたっては、
「水から健幸に」をキャッチフレーズ
に健幸フェアにおいて行政ブースを
出展します。

令和６年４月～　デザイン校正等
令和６年１０月　 イベント出展（健幸
フェア）

723 46 723 723 677 0 0 0 677 0 677 677 0

部長間調整により、
事業内容を確認し、
必要額を措置しまし
た。

3 給排水課
配水及び給水事
業

会計年度任用職員
　処遇改善により、専門性の高い幅
広い業務を担える優秀な人材を確
保することが可能になります。

令和６年４月～　会計年度任用職
員採用

9,696 9,696 8,522 8,522 1,174 0 0 0 0 1,174 0 0 0 0 0 0
部長間調整により、
措置しませんでし
た。

部合計 32,089 30,404 9,245 9,245 23,521 3,611 0 0 677 19,233 677 0 0 0 677 0

番号 所属名 事務事業名 項目 目的・効果 計画・スケジュール等
査　　定
結　　果

当初
見積額

内示額
復活

見積額

財　　　源　　　内　　　訳
査定額

財　　　源　　　内　　　訳



令和６年度当初予算　復活見積調書（部長）　 建設部

■　下水道事業会計 （金額：千円）

一財 一財 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源

1 河川課 管渠維持管理費
雨水出水浸水想定区
域図作成業務

　流域治水関連法の改正により、
雨水出水浸水想定区域の指定対
象が拡大し、雨水対策を目的として
下水道施設を整備している区域（市
町村）は、新たに雨水出水浸水想
定区域を指定することが必要となり
ました。
　この指定により水害リスク情報の
空白地帯の解消を図り、内水氾濫
発生時の円滑かつ迅速な避難を確
保、また、浸水を防止することによ
り被害の軽減を図ることを目的とし
ています。

R6
測量、詳細モデルの作成、シミュ
レーション（市南部域）、区域図作成
R7
測量、詳細モデルの作成、シミュ
レーション（市北部域）、区域図作
成、区域の指定

45,576 0 0 0 45,576 22,788 0 0 22,788 0 0 0 0 0 0 0
政策的な判断等を要
するため、市長査定
としました。

部合計 45,576 0 0 0 45,576 22,788 0 0 22,788 0 0 0 0 0 0 0

番号 所属名 事務事業名 項目 目的・効果 計画・スケジュール等
査　　定
結　　果

当初
見積額

内示額
復活

見積額

財　　　源　　　内　　　訳
査定額

財　　　源　　　内　　　訳


